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研究の背景と経緯









を確認している3）．HSV 1 型（HSV- 1 ）は二重鎖 DNA
ウイルスであり，感染細胞で二重鎖 RNA を産生する4）．




















サイトカインである IFN-γが TLR3mRNA の発現を
顕著に増強していたのに対し，Th2サイトカインであ
る IL- 4 や IL-13，Th17サイトカインである IL-17，
IL-22，IL-23は TLR3 の発現を増強しなかった（図
ａ）．タンパク質レベルでも同様の結果がみられた．
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2 ．表皮角化細胞において IFN-γと poly（I：C）は





インである IL- 6，ケモカインの IL- 8，抗菌ペプチド









IFN-βは，endosomal acidification inhibitor であり，
エンドソームでの TLR のシグナルをブロックするク
ロロキンによって顕著に抑制された．さらに，siRNA
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で刺激し，mRNA を回収，TLR3の発現をリアルタイム PCR で評
























IFNGR1と IFNGR2の複合体からなる IFN-γ receptor 




promoter IFN-γ-activation site elements に結合し，
IFN-γ regulate gene の転写を促進または抑制する10）．
今回我々は NHEKs においては IFN-γによる TLR3
の発現は STAT1に依存することを発見した．しかし，
STAT1が直接 TLR3遺伝子のプロモーター領域に結
合するかどうか，また何らかの IFN-γ regulated 
molecule が二次的に TLR3 の発現を誘導するかどう
か，さらなる研究が必要である．
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